


　先行研究の内容をふまえると、人間環境システム分野の論文からは環境視・焦点視の特徴が分かり、

社会科学における場の理論・かくれた次元では視知覚と行為の関係性が述べられていた。

　それぞれを基にすると、空間を知覚するときに、はじめに環境視で空間全体の印象を把握し、次に

焦点視で細部を認識する。これらの視知覚を操作することで、空間の関係性や先の空間を印象づけ、

その中で自らを定位することができる空間を作ることができると仮説を立てる。

　

仮 説 | 環 境 視 ・ 焦 点 視 の 相 互 作 用繰り返す

この繰り返しで連続性を持つ空間でありながら、その中で自らを定位し、

居心地の良い居場所を持つことができる空間。

例 : MoMAの吹抜け / 大谷資料館 / 路地

ぱっとした印象

【環境視】によって知覚する

細かい場の雰囲気

【焦点視】によって察知する

囲まれ度が強い！ 次の空間に何かありそう！

　アルヴァロ・シザ設計のポルト大学建築学部では物理的な要素の繰り返し・重ねにより、線・

遮蔽・端点が増え、空間の中心が多いことにより効果的に意識が散漫になり流れて行く。

　空間の中心が把握できない・あるいは多い時は、より効果的になる。

生 活 を 包 囲 す る 「 環 境 」 と し て の 建 築

アルヴァロ・シザ：ポルト大学建築学部 [写真参照｜遠藤信行 ： アルヴァロ・シザの建築 ,TOTO 出版 ,2007]

〈アヴェイロ大学図書館〉 〈デ・ヤング美術館〉〈食堂の壁〉

突き当たり奥の壁面の左1辺が遮蔽され、

空間の中心が把握できない。

＝次の空間を想起させる

＝1箇所に居ながらいくつもの空間に

　属しているように感じる

A-A’の壁面に差があることで空間に抜けが生まれる。

上を見上げたとき、2階床面で奥壁面の1辺が遮蔽され、

空間の中心が把握できない。

＝次の空間を想起させる

＝1箇所に居ながらいくつもの空間に属しているように

　感じる

③突き当たり奥の壁面の1辺が見えないこと
③突き当たり奥の壁面の1辺が見えないこと

見上げた時に1辺が遮蔽され、空間の中心が把握できない。

＝次の空間を想起させる

＝1箇所に居ながらいくつもの空間に属しているように感じる

③突き当たり奥の壁面の1辺が見えないこと

④必ず開口(外部が見える)が最低1つはあること

①②鉛直・水平方向にずれが見て取れること

④必ず開口(外部が見える)が最低1つはあること

遮蔽
遮蔽 A

A’遮蔽

抜け

〈ヘルシンキ現代美術館 (キアズマ )〉〈ニューヨーク近代美術館 (MoMA)〉 〈丸亀市猪熊弦一郎現代美術館〉

遮蔽

突き当たり奥の壁面の左 1辺が遮蔽され、

空間の中心が把握できない。

＝次の空間を想起させる

＝1箇所に居ながらいくつもの空間に

　属しているように感じる

③突き当たり奥の壁面の1辺が見えないこと

見上げた時に1辺が遮蔽され、空間の中心が把握できない。

＝次の空間を想起させる

＝1箇所に居ながらいくつもの空間に属しているように感じる

③突き当たり奥の壁面の1辺が見えないこと

④必ず開口(外部が見える)が最低1つはあること

A-A’で床に差があることで空間に深さが生まれる。

B-B’は奥行きに差があることで空間の抜けが生まれている。

下を見下ろしたときに、左壁面の下方 1辺が遮蔽され、

空間の中心が把握できない。

＝次の空間を想起させる

＝1箇所に居ながらいくつもの空間に属しているように感じる

③突き当たり奥の壁面の1辺が見えないこと

①②鉛直・水平方向にずれが見て取れること

④必ず開口(外部が見える)が最低1つはあること
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設 計 手 法 ｜ 環 境 視 ・ 焦 点 視 を 操 作 す る 型

　特に重要な事例として挙げられる 6例について簡略化し、空間の特質が顕著に見られる状態のモデルを作成した。

そのモデルから理解できたことは、それぞれ想定した立ち位置からの視界の中で発生していることとして、

①奥行きの違いが見て取れること

②高さの違いが見て取れること

③突き当たり奥の壁面の 1辺が見えないこと

④必ず開口 (外部が見える )が最低 1つはあること

⑤角がつくられていない方が「環境」的であること

である。

設 計 手 法 ｜ 遮 蔽 と 仰 角 の 比

　簡略化モデルにスケールを与えて設計する。

　事例調査｜「環境」採集では、視覚の法則としてメルテンスの理論を用い、分析をした。メル

テンスの理論は、立位の目線の仰角が重視され、立ち位置と景観のエッジと距離の比である。

　スケールを与える際には、視野の上限の範囲に建築物のエッジを設けることとする。メルテ

ンスの理論と視野の範囲を掛け合わせると、左図のようになり、メルテンスの理論に見られる

B,C,D,E の関係性が発生していることとなる。

　また、メルテンスの理論の調査結果では、0.85：1.0〜16.0：1.0 の比が見られた。メルテン

スの理論の尺度と【環境視・焦点視】の並行処理モデル・仮説を照らし合わせると、1.0：1.0

〜4.0：1.0 の比は意識的に知覚され焦点視が働き、4.0：1.0〜の比は無意識的な知覚となり環

境視を働かせる。1空間でこの両方の範囲にエッジを持つ空間は「環境」となる建築になる。

A: 構造物としての存在が強調される
B: 細部が見える
C: 全体の形が瞬時に認識できる
D: 対象と背景が等価になる
E: 対象は環境の一部となる
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「環境」になる

無意識的な知覚

意識的な知覚

環境視を揺さぶる

焦点視を揺さぶる

＝
＝

視野の範囲とメルテンスの理論の掛け合わせ

〜4.0：1.0 となる範囲が、右下図塗部分。

この範囲に突き当たり奥の壁面の 1辺が遮蔽されるように壁を設ける。
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新たに設けた壁によって
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研究室平面図｜【環境視・焦点視】を揺さぶるように壁面を設ける

研究室パース |壁を設けた
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▽

〈新たに壁を設ける〉

〈研究室の例〉

　仮説・手法をふまえ、自身が体験した建築空間と雑誌・文献上の写真か

ら「環境」的空間だと判断した名作と評価されている建築を選定した。対

象は 10 建築、16 空間、29 視点である。選定した空間を写真・図面・3D モ

デルから以下 5観点で分析した。

　

事 例 調 査 ｜「 環 境 」 採 集 ： 建 築 に 見 ら れ る 「 環 境 」

自身が体験した建築空間をもとに選定。

また雑誌上の写真から「環境」的建築だと

判断したもの。
対象の選定

対象は　　　建築、　　　空間、　　　 視点16 2910

写真・図面・3D モデルから次の項目ごとに分析

を行う。自身の見学時の体験をもとにしている

が、未見学のものは疑似体験したものとする。

方法

建築No. 建築名 設計者 竣工年 用途 空間名 空間No. 写真数 視点数 ラベル 見られる姿勢 見られる行為

谷口吉生 2005 2F コンテンポラリーギャラリー 1 7 歩く・通り過ぎる／立ち止まる／座る／座り込む 集まる／待つ／話す／見物する／(空間を)見回す・見渡す

1F メインロビー 2 4 歩く・通り過ぎる／立ち止まる／座る／座り込む 集まる／待つ／話す／見物する／(空間を)見回す・見渡す

谷口吉生 1992 1F エントランス 3 3 歩く・通り過ぎる／立ち止まる／座る／座り込む 集まる／待つ／話す／見物する／(空間を)見回す・見渡す

2F 展示室 4 3 歩く・通り過ぎる／立ち止まる／座る／座り込む 集まる／待つ／話す／見物する／(空間を)見回す・見渡す

スティーヴン・ホール 1998 1F メインエントランス 5 3 歩く・通り過ぎる／立ち止まる／座る／座り込む 集まる／待つ／話す／見物する／(空間を)見回す・見渡す

2F メインエントランス上通路 6 2 歩く・通り過ぎる／立ち止まる／座る／座り込む 集まる／待つ／話す／見物する／(空間を)見回す・見渡す

3F 展示室 7 1 歩く・通り過ぎる／立ち止まる／座る／座り込む 集まる／待つ／話す／見物する／(空間を)見回す・見渡す

3F 展示室脇通路 8 3 歩く・通り過ぎる／立ち止まる／座る／座り込む 集まる／待つ／話す／見物する／(空間を)見回す・見渡す

4 ボウサの集合住宅 アルヴァロ・シザ 2006 集合住宅 共用廊下 9 4 歩く・通り過ぎる／立ち止まる／座る／座り込む 集まる／待つ／話す／見物する／(空間を)見回す・見渡す

5 待庵 千利休 茶室 居室 10 3 歩く・通り過ぎる／立ち止まる／座る／座り込む 集まる／待つ／話す／見物する／(空間を)見回す・見渡す

6 食堂の壁 宮晶子 2014 食堂 ホール 11 2 歩く・通り過ぎる／立ち止まる／座る／座り込む 集まる／待つ／話す／見物する／(空間を)見回す・見渡す

7 ポルト大学建築学部 アルヴァロ・シザ 1999 大学 製図室・教室(教室棟最上階) 12 2 歩く・通り過ぎる／立ち止まる／座る／座り込む 集まる／待つ／話す／見物する／(空間を)見回す・見渡す

8 ボルジェス＆イルマォン銀行 アルヴァロ・シザ 1986 銀行 通路 13 2 歩く・通り過ぎる／立ち止まる／座る／座り込む 集まる／待つ／話す／見物する／(空間を)見回す・見渡す

9 アヴェイロ大学図書館 アルヴァロ・シザ 1995 大学 外観 14 1 歩く・通り過ぎる／立ち止まる／座る／座り込む 集まる／待つ／話す／見物する／(空間を)見回す・見渡す

10 デ・ヤング美術館 ヘルツォーク＆ド・ムーロン 2005 美術館 1F メインエントランス 15 1 歩く・通り過ぎる／立ち止まる／座る／座り込む 集まる／待つ／話す／見物する／(空間を)見回す・見渡す
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環 境 視 ・ 焦 点 視 の 相 互 作 用 の 考 察 に よ る 「 環 境 」 的 建 築 の 設 計

空間手法
敷地選定

空間手法
敷地選定

空間手法
敷地選定

プログラム選定

プログラム選定
空間手法
敷地選定

集計・分析図作成結果により、「環境」的建築の空間特性が理解できた。

これらを基に空間手法・敷地選定・プログラム選定を行った。

空間の寸法など基本情報1 カタチ

「環境」的空間のカタチの特性2 「環境」的空間特性

サンプリングした空間で起こっている人の行為3
アクティビティ

明暗の印象

主な利用者動線から代表的な視点を採集した写真に

準じて決定し、サンプリングした空間モデルにそれ

ぞれの点を反映させる。

視覚の比からカタチの印象を評価した「メルテンス

の理論」を当てはめてシークエンスを検討。

4 メルテンスの理論

建築の用途／形態5 ビルディングタイプ

〈分析の 5観点〉

結果

結果

結果

結果

結果

考察

考察

考察

考察

考察

プロポーションの要素は、最高高さ：約 11.0m、最低高さ：約 3.3m、

長手長さ：33.7m、短手長さ：19.3m、開口数：7

見えている空間の多さ (空間の中心の多さ )／空間の中心が把握できない／

線の多さ／壁面・開口の重ね・ずらしの手法がよく用いられている

歩く・通り過ぎる／立ち止まる姿勢が多く見られた

見られた比率は 0.85：1.0〜16.0：1.0

様々な視覚的な比率が「環境」をつくる

共用部分／連結的用途の空間が多い

アクティビティの項目で歩き回る・立ち止まる行為が見られた空間は定位と移動

が同時に発生している。この状況が見られる事例は「環境」的な空間として重要

な事例とする。

大きなスケールの空間を持つ

大きなスケールの空間を持つ

「環境」となる建築は多視点をもち、視線を引き込む。

「環境」となる建築は閉鎖性を打破し、 周囲との関係を構築する。

／定位した先に行動を起こすきっかけを持つ。

公共的な複数の人が利用する建築
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[写真参照｜遠藤信行 ： アルヴァロ・シザの建築 ,TOTO 出版 ,2007 年 6 月 15 日 ]

[ 写真参照｜新建築 (本誌内『食堂の壁』記載部分 ), 新建築社 ,2014 年 9 月号 ]






